
SkyPDFが支える
サステナビリティ経営の実践

『TSUBASA Smile × SkyPDF WebAPI』 
導入プロジェクト

環境・社会の維持向上と、経済成長や企業活動の持続

可能性の両立を目指す「サステナビリティ」という考え

方が広く社会に浸透し、今や企業にとってその取り組

みに対する重要性が加速度的に高まっている。

しかし具体的に企業が何をするべきか、何ができるの

か。その実践方法に悩んでいる経営者や担当者は少な

くないのではないだろうか。

そこで中期経営計画の基本戦略のひとつ「サステナビ

リティ経営の実践」の一環として、窓口受付システム

「TSUBASA Smile」を展開し、同システムと連携した

SkyPDFを活用している第四北越銀行様に、同行が目

指すペーパーレス化の展望と実践について伺った。

ここで少し時間を巻き戻して、プロジェクト立ち上げ当初窓口受付シス

テムの企画・システム開発を主導した山田 守氏に、開発経緯とSkyPDF

を選んだ理由を振り返っていただいた。

「受付業務のペーパーレス化という構想が立ち上がった当初から、当

行が望む窓口受付システムの実現には、SkyPDFが持つ電子サインの

技術がカギだと考え、SkyPDFを第一候補として検討していました」

第四北越銀行では、これまでもペーパーレス化への取り組みを進めて

きた。しかし、ペーパーレス化の基本は「全ての業務をデジタル化す

る」ことにある。銀行の書類はお客さまと紙で交わすものが多く、その

取引全体を電子化するには、本人の意思を電子的に確認し、保管する

ことが必要だ。その手法としては電子サインが最適だったが、プロジェ

クト立ち上げ前はシステム的に本人を特定する技術に乏しく、自信を
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といったレガシー業務を多く抱えており、それがペーパーレス化の高

いハードルになってきました。しかし既存の帳票をPDF化して共有でき

る基盤を構築することで、将来的に情報のデジタルコンテンツとして

応用範囲を格段に拡げられるという期待があったからです」

説明が遅れたが、窓口受付システム「TSUBASA Smile」は、第四北越銀行

が「TSUBASAアライアンス」で提携する千葉銀行・中国銀行と、共同で

開発したシステムだ。当然、開発に当たっては両行との擦り合わせが

必須となる。

「本件は、共同開発によるメリットを最大限に生かせた点でも、非常

に印象深いプロジェクトでした。コスト面はもとより、さまざまな視点

や意見を持ち寄ったことで初めて実現できた部分も多かったと記憶

しています」

本システムは、約1年の開発期間を経て、2018年11月に個人ローンの

受付を開始した。個人ローン受付では「電子サイン」は未実装だった

が、2019年4月に稼働した普通預金新規口座開設にて「電子サイン」

を導入。その後、住所変更といった機能を順次追加して、現在は15メ

ニューが対応している。

「電子サインでは、お客さまが署名する際に表示のタイムラグが生じる

ことで違和感がないか、それだけが心配でしたが、十分なレスポンス

を発揮しており担当者からもお客さまからも苦情は聞いていません。

こうした複数の銀行で行う共同でのシステム開発は要件などにギャッ

プがあり難航することも多いと聞きますが、今回の導入に当たっては、

ほとんどトラブルらしいトラブルを経験しませんでした。これは、金融業

界のシステム開発を多く手掛けているスカイコムの細やかな仕様レク

チャーや多彩なサンプルプログラム・技術情報の提供などの貢献も大

きいと感謝しています」
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「サステナビリティ経営」とペーパーレス化。

受付業務の完全ペーパーレス化により、「お客さまとしっかり向き合う時間」を創出。

2021年1月1日、新潟県内シェア1位の第四銀行と2位の北越銀行が

合併して発足した第四北越銀行。新潟県を地盤として県外を含め150

を超える店舗を展開し、全国でも有数の規模を持つ地方銀行として、

地域経済の活性化を支えている。

同行を傘下とする㈱第四北越フィナンシャルグループでは、2021年5

月にフィナンシャルグループ社長を委員長とする「サステナビリティ

推進委員会」を設置し、2022年4月には「サステナビリティ経営の実践」

を中期経営計画の基本戦略に新たに加えるなど、グループ一体での

取り組みをさらに加速させている。

「弊行では従前より環境への配慮や業務の効率化の観点からペー

パーレス化を検討してきました」

そう振り返るのは、これまでさまざまな部門システムの企画や運営を経

験し、現在は事務統括部にて構造改革を担当している小林直子氏だ。

「しかし銀行には広範囲にわたり多様な業務があり、それに関連する

書類が多数存在しているため、多種多様な書類のペーパーレス化は

当行の課題であると認識していました」

また、銀行の書類には、署名や押印を必要とするものが多いことから、

それもペーパーレス化が進まなかった一因だったという。

そんな状況を打破し新たなペーパーレス化への展望を切り開いたの

が 、現 在 第 四 北 越 銀 行 の 窓 口 で 使 わ れている受 付 システム 、

「TSUBASA Smile」と「SkyPDF」だ。

SKYCOM 
USERS
VOICES
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事務統括部 上席調査役 ：小林 直子様

第四北越銀行が導入した窓口受付システムは、各種ローンの申し込

みや口座の開設、カードの申し込み、住所や名義など届出事項の変更

などの主要な手続きを、窓口に設置したタブレット端末で受け付ける

サービスだ。電子サインに対応しており、利用者は紙の申込書と変わ

らない感覚でスムーズに記入することができる。

「例えば、これまで新規で口座を開設する際には、何枚もの書類への

記入が必要であり、その都度署名や押印をしていただいていました。

書類のチェックにも時間がかかるため、お一人当たり1時間くらいの

時間がかかっていたのではないかと思います。お客さまにも『銀行は

待たされるもの』という認識があったのではないでしょうか」と小林氏

は語る。

それが今回の窓口受付システムの導入により、お客さまが入力を終え

るまでの時間はほぼ半減の約30分。担当者が確認・入力に費やして

いた時間も大幅に軽減された。担当者はその軽減された時間を「お客

さまとしっかりと向き合う時間」に利用することで、金融サービスに関

する情報提供やライフプランに合わせた資産形成についてのコンサル

ティングなど付加価値の高いサービスを提供することが可能になった

という。

接客スタイルも大きく変わった。

「手書きが中心だった時は、銀行の店舗は『記入するところ』『受付窓

口』『お待ちいただくところ』というように、事務手続きの手順に従って

第四北越フィナンシャルグループが掲げる
「サステナビリティ経営の実践」

「脱炭素化への積極的な取り組みの推進」

「持続的な成長に向けたESG・SDGsへの取り組みの推進」

「情報開示の充実と機運の醸成を通じた地域全体での取
り組みの推進」

位置を分け、お客さまに店内をご移動いただいていました。しかし窓

口受付システムの導入によって、それらは『タブレットのある場所』に集

約されることになりました。そこで、これまでのハイカウンター（立った

ままでお客さまにご記入いただく場所）方式から、ローカウンター

（座ったままお手続きいただく場所）方式に改めたのです。このことも、

お客さまの満足度向上につながっていると感じています」

また、受付業務のペーパーレス化は、2021年の第四銀行と北越銀行

の合併時にも大きな効果を発揮したという。

「新銀行では「TSUBASA 基幹系システム」を採用したため、営業店事

務についても基本的には旧第四銀行の事務取扱を踏襲することとな

りました。旧北越銀行では「基幹系システム」「営業店端末機」「その他

周辺システム」「商品・サービス」「事務取扱」を一斉変更することにな

るため、十分な準備期間が必要でした。

合併と同時に旧第四銀行で既に導入していた窓口受付システムを旧

北越銀行の店舗にも新たに導入したのですが、旧北越銀行の行員は

基本的な操作を習得するだけで、スムーズなご案内が可能となり、合

併直後から積極的に活用することができました。新銀行での窓口受

付システムによる受付は、旧北越銀行の店舗でもあっという間に浸透

したと実感しています。また、新入行員の育成でも、お客さまとの会話

を通じたコミュニケーションツールとしても大きな力を発揮し、即戦力

化に貢献しています」
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が「TSUBASAアライアンス」で提携する千葉銀行・中国銀行と、共同で

開発したシステムだ。当然、開発に当たっては両行との擦り合わせが

必須となる。

「本件は、共同開発によるメリットを最大限に生かせた点でも、非常

に印象深いプロジェクトでした。コスト面はもとより、さまざまな視点

や意見を持ち寄ったことで初めて実現できた部分も多かったと記憶

しています」

本システムは、約1年の開発期間を経て、2018年11月に個人ローンの

受付を開始した。個人ローン受付では「電子サイン」は未実装だった

が、2019年4月に稼働した普通預金新規口座開設にて「電子サイン」

を導入。その後、住所変更といった機能を順次追加して、現在は15メ

ニューが対応している。

「電子サインでは、お客さまが署名する際に表示のタイムラグが生じる

ことで違和感がないか、それだけが心配でしたが、十分なレスポンス

を発揮しており担当者からもお客さまからも苦情は聞いていません。

こうした複数の銀行で行う共同でのシステム開発は要件などにギャッ

プがあり難航することも多いと聞きますが、今回の導入に当たっては、

ほとんどトラブルらしいトラブルを経験しませんでした。これは、金融業

界のシステム開発を多く手掛けているスカイコムの細やかな仕様レク

チャーや多彩なサンプルプログラム・技術情報の提供などの貢献も大

きいと感謝しています」
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ここで少し時間を巻き戻して、プロジェクト立ち上げ当初窓口受付シス
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を選んだ理由を振り返っていただいた。
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る」ことにある。銀行の書類はお客さまと紙で交わすものが多く、その

取引全体を電子化するには、本人の意思を電子的に確認し、保管する

ことが必要だ。その手法としては電子サインが最適だったが、プロジェ

クト立ち上げ前はシステム的に本人を特定する技術に乏しく、自信を
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いハードルになってきました。しかし既存の帳票をPDF化して共有でき

る基盤を構築することで、将来的に情報のデジタルコンテンツとして

応用範囲を格段に拡げられるという期待があったからです」
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や意見を持ち寄ったことで初めて実現できた部分も多かったと記憶

しています」
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を導入。その後、住所変更といった機能を順次追加して、現在は15メ
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こうした複数の銀行で行う共同でのシステム開発は要件などにギャッ
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きいと感謝しています」
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